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今年度要求のポイント

(単位　千円)

マスタープラン
３つの挑戦

－
マスタープラン

施策番号
3

その他一般施策
－

事業期間 　H　～　H　　

平成24年度決算額

11,592

2 局・課名 教育委員会事務局・地域教育振興課

36,96831,74131,757

事業内容

整理番号 38 - 077

中学校施設開放事業関連事業

事 業 名 小学校施設開放事業

区分

学校安全管理員委託料

事 業 費

2,754

・総合開放への移行推進（目標90校/93校）
・みんなの審査会を受けてニーズ調査（H25
年度）
・開放利用率の分析、利用調整を研究

・総合開放への移行推進（目標92校）
・開放事業専用施設の修繕・管理（福泉東）
・ニーズ調査結果や利用調整の研究結果を
もとに、文化活動を始めとした利用促進

【経過（～25年度）】 【26年度】

　学校教育活動に支障のない範囲内で、校区住民（主に小学校児童）を対象に市
立小学校の体育施設（運動場・体育館）を開放している。また、総合開放実施校
では、体育施設に加え校舎内の会議室等も開放している。開放事業専用施設（開
放事業専用に改修された教室）においては、平日昼間も開放されている。
　事業の管理運営は、校区の団体等から選出された代表者で構成する学校施設開
放運営委員会に委託することで、地域の実情に応じた運営がなされている。
　「堺市第３期生涯学習推進プラン」において重点事業として位置付けられてい
る、本事業の年間利用人数はのべ５６万人程度となっており、小学校児童を始め
とした地域団体の活動の場として重要な役割を担っている。

学校施設開放事業運営業務委託料

事業目的

16,740 1,200円×150×93校

内容・積算等25年度予算

16,740

消耗品費

主な要求内容 （単位：千円）

管理指導員従事謝礼金

その他

施設等修繕料 175

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額

①子どもを始めとする利用者の安全等の管理をする管理指導員の存在を明確に周囲に発信
  し、より安全・安心に事業を展開する。
②総合開放校2校増（90校→92校）・文化活動を始めとした利用促進により、学校安全管
　理員委託料及び運営業務委託料が増加。
③学校開放専用施設空調設備の計画的な修繕。安全・安心な学びの場を提供する。

空調設備修繕料等

2,862 （総合）30,900円×92校（体育）18,540円×1校

13,435 学校安全管理員業務委託料等

118 1,179 管理指導員用被服費等

362 471

その他

印刷製本費、切手、会場使用料等

2,281

スケジュール（経過及び今後展開）

合計 36,96831,741

　小学校児童を始めとする子どもの健全育成、地域住民の健康維持と体力増進、
生涯学習活動の推進、地域コミュニティの活性化を図る。また、学校、家庭、地
域の協働による地域教育力の向上と地域ぐるみで取り組む子どもたちの安全・安
心な居場所づくりを促進し、子どもたちの健やかな成長に資するとともに、地域
住民の生涯学習の推進を図ることを目的としている。

項目

・総合開放全校実施（93校）
・開放事業専用施設の修繕・管理（登美丘東）
・開放事業の利用促進

【今後（27年度～）】

その他　特記事項


